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１.適用範囲

本資料は、法面においてアンカーロックマシーンを使用してロックボルトを施工する
場合に適用し、その適用範囲は、削孔径φ４２～６５ｍｍ、削孔長８,０ｍまでとする。

２.施工概要

施工フローは、次図を標準とする。

機 械 ・ プ ラ ン ト 搬 入

ア ン カ ー 設 置 工

ア ン カ ー 引 張 試 験 工

削 孔 工

鋼 材 挿 入 工

注 入 打 設 工

頭 部 締 付 工

頭 部 処 理 工

確 認 試 験 工 *必要に応じて適用

機 械 ・ プ ラ ン ト 搬 出

図 ２ . １ 施 工 フ ロ ー 図



３.施工機械の組み合わせ

施工機械の組み合わせは、下表を標準とする。

表３.１アンカーロックマシーン工の施工機械組み合わせ

機 械 名 規 格

削 孔 機 アンカーロックマシーン １ 削孔工
ＡＲＭ− ０６

空 気 圧 縮 機 可搬式、17.0 /min,157PS １ 削孔工

グラウトミキサー 2.2kw,200 *2,立型２槽式 １ 注入打設工[

グ ラ ウ ト ポ ン プ 30～70 /min,4.4kw １ 注入打設工[

給 水 ポ ン プ 口径５０mm/ｍ,揚程１０m,0.7kw １ 注入打設工

発 動 発 電 機 ﾃﾞｨｰｾﾞﾙｴﾝｼﾞﾝ,10KVA,17.3PS １ 注入打設工

水 槽 ５ １ 注入打設工





[１日の運転経費]

仕様 数量 単位 単価 金額 算定基礎
機械損料 ＡＲＭ− ０６ 1.0 日 69,500 69,500 第13欄×５Ｈ

コンプレッサー １９０ｐｓ 1.0 日 31,365 31,365

土木一般世話役 1.0 人 21,000 21,000

運転工（特殊） 1.0 人 19,500 19,500

法面工 2.0 人 16,400 32,800 ARMの手元

諸雑費 27.0 ％ 174,165 47,025 全体の２７％

計 221,190

＊ 諸雑費は、ｼｬﾝｸﾛｯﾄﾞ･ﾛｯﾄﾞ･ﾋﾞｯﾄ･油脂類･主ﾜｲﾔｰ･ﾎｰｽ等
機械損料は、建設機械等損料算定表（ＡＲＭ０６）参照

1．各種補正 （Ａ）

Ａ
補正値 1.0 0.95 0.90 0.85 0.80 0.75
土 質 Ａ1 土 砂 粘性土 軟 岩 ﾚｷ･中硬岩 硬 岩 玉 石
削孔径 Ａ2 φ45 φ65 φ90
削孔長 Ａ3 3m以下 4m以下 2m以下･5m以下 6m以下
削孔＠ Ａ4 2m以下 2.5m以下 3m以下 4m以下
法 面 Ａ5 土 砂 岩 ﾌﾚｰﾑ

【参考例】

1日の削孔長＝５０m 基礎作業効率＝０．７

条件− 土 質・・・土砂
削孔径・・・φ45mm
削孔長・・・3m以下
削孔＠・・・2m以下
法 面・・・土砂

【基礎作業効率＊補正値Ａ（Ａ1*Ａ2*Ａ3*Ａ4*Ａ5）】

35.0m1日削孔長＝50.0*0.7*1.0*1.0*1.0*1.0*1.0=

当たり参考単価１０ｍ

作業効率（０．７）を標準とする １０ｍ当たりの場合

仕様 数量 単位 単価 金額 算定基礎
機械損料 ＡＲＭ− ０６ 0.285 日 ,69,500 19,808 第13欄×５Ｈ

コンプレッサー １９０ｐｓ 0.285 日 31,365 8,939

土木一般世話役 0.285 人 21,000 5,985

運転工（特殊） 0.285 人 19,500 5,558

法面工 0.570 人 16,400 9,348 ARMの手元

諸雑費 27.0 ％ 49,638 13,402 全体の２７％

計 63,040

１m当り単価 6,304



５.鋼材挿入工

鋼材挿入工は、標準タイプの鋼材を使用する場合に適用する。

５− １ 編成人員

鋼材挿入工の編成人員は、次表とする。

表５.１ 鋼材挿入工の編成人員
（人／日）

作 業 足 場 世 話 役 法 面 工 特 殊 作 業 員 普 通 作 業 員

ロ ー プ 足 場 １ ２ １ −

５− ２ 施工能率

鋼材挿入工の施工能率は、次表とする。

表５.２ 鋼材挿入工の施工能率
（本／日）

鋼 材 の 長 さ
作業足場

2.0ｍ以下 2.0～3.0ｍ以下 3.0～4.0ｍ以下 4.0～8.0ｍ以下

ロープ足場 ９０ ６０ ４０ ３０

（注）１.鋼材の小運搬は、実状に合わせて別途計上とする。



５− ３ 施工歩掛

鋼材挿入工の施工歩掛は、次表とする。

表５.３ 鋼材挿入工の施工歩掛
（１００本当り）

単 鋼 材 の 長 さ
名 称

位 2.0ｍ以下 2.0～3.0ｍ以下 3.0～4.0ｍ以下 4.0～8.0ｍ以下

世 話 役 人 １.１ １.７ ２.５ ３.３
ロ
｜ 法 面 工 人 ２.２ ３.４ ５.０ ６.６
プ
足 特殊作業員 人 １.１ １.７ ２.５ ３.３
場

諸 雑 費 ％ ５.０ ５.０ ５.０ ５.０

（注）１.諸雑費は、結束線等の費用として、標準タイプの鋼材等の材料費の合計上表

の率を乗じた金額を上限として計上する。

６.注入打設工

６− １ 編成人員

注入打設工の編成人員は、次表とする。

表６.１ 注入打設工の編成人員
（人／日）

作 業 足 場 世 話 役 法 面 工 特 殊 作 業 員 普 通 作 業 員

ロ ー プ 足 場 １ １ １ １

６− ２ 施工能率

注入打設工の施工能率は、次表とする。

表６.２ 注入打設工の施工能率
（ ／日）

作 業 足 場 標 準 注 入 量

ロ ー プ 足 場 ０.４



６− ３ 施工歩掛

注入打設工の施工歩掛は、次表とする。

表６.３ 注入打設工の施工歩掛

名称 単 位 ロ ー プ 足 場

世話役 人 ２.５

法面工 人 ２.５

特殊作業員 人 ２.５

普通作業員 人 ２.５

諸雑費 ％ ３.０

（注）１.諸雑費は、注入ホース等の損料として労務費合計に上表の率を乗じた

金額を上限として計上する。

６− ４ 注入材料の配合

注入材料の配合は、次表を標準とする。

表６.４ 注入材料の配合
（ 当たり）

ポルトランドセメント 水 （Ｗ／Ｃ） 混 和 剤

１,２３０ｋｇ ５０～５５％ セメント量の１.５～４.０％

６− ５ 注入打設量（Ｖ）

注入打設量（Ｖ）は、次式により算出する。

[Ｖ ＝ ｎ ＊ Ａ ＊

Ｖ ； 注入打設量 （ ）

ｎ ； ロックボルト本数 （本）

Ａ ； 削孔断面積＝π＊（Ｄ／２） ＊１０ （ ）２ − ６ ㎡

； １本当りの削孔長 （ｍ）[

Ｄ ； 削孔径 （mm）



６− ６ 注入材料の使用量（ｖ）

注入材料の使用量（ｖ）は、次式により算出する。

１ｖ ＝ Ｖ ＊ Ｋ

ｖ ； 注入材料の使用量 （ ）

Ｋ ； 地質別注入割増係数１

表６.５ 地質別の注入割増係数（Ｋ ）１

地 質 粘性土・砂質土 レ キ 質 土 玉 石 混 じ り 土 軟 岩

割増係数（Ｋ ） ２.５～５.０ ５.０～ ５.０～ ２.５～３.５１

（注）亀裂の多い場合には、実状に応じた割増係数とする。

７.頭部締付工

ロックボルトの締付は、トルクレンチによる締付を標準とする。但し、締付力は

地山もしくは構造物になじむ程度とし、最大締付力は設計荷重の５０％程度を標準

とする。

〔参考資料〕 トルクと締付力の関係式

Ｔ ＝ Ｋ ＊ Ｄ ＊ Ｐ a

Ｔ ； 締付トルク （kgf/cm）

Ｋ ； トルク係数 ０.２～０.３５≒

Ｄ ； ボルト径 （cm）

Ｐa ； 引張荷重 （kgf）

７− １ 編成人員

頭部締付工の編成人員は、次表とする。

表７.１ 頭部締付工の編成人員
（人／日）

作 業 足 場 世 話 役 法 面 工 普通作業員

ロ ー プ 足 場 １ ２ １



７− ２ 施工能率

頭部締付工の施工能率は、次表とする。

表７.２ 頭部締付工の施工能率
（本／日）

作 業 足 場 施 工 能 率

ロ ー プ 足 場 ３０

７− ３ 施工歩掛

頭部締付工の施工歩掛は、次表とする。

表７.３ 頭部締付工の施工歩掛

名 称 単 位 ロ ー プ 足 場

世 話 役 人 ３.３

法 面 工 人 ６.６

普 通 作 業 員 人 ３.３

８.頭部処理工

頭部処理工は、ヘッドキャップを装着する方式を標準とする。

８− １ 編成人員

頭部処理工の編成人員は、次表とする。

表８.１ 頭部処理工の編成人員
（人／日）

作 業 足 場 世 話 役 法 面 工 普通作業員

ロ ー プ 足場 １ ２ １



８− ２ 施工能率

頭部処理工の施工能率は、次表とする。

表８.２ 頭部処理工の施工能率
（本／日）

作 業 足 場 施 工 能 率

ロ ー プ 足 場 ３０

８− ３ 施工歩掛

頭部処理工の施工歩掛は、次表とする。

表８.３ 頭部処理工の施工歩掛
（１００本当り）

名 称 単 位 ロ ー プ 足 場

世話役 人 ３.３

法面工 人 ６.６

普通作業員 人 ３.３

諸雑費 ％ ３.０

（注）１.諸雑費は、グリスポンプ等の費用として、労務費の

合計に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。



９.確認試験工

確認試験は、全面接着式であるため、ロックボルトが定着地盤と一体になって

いるか、もしくは注入材の品質が確保されているかを確認するための試験である。

最大試験荷重は、設計荷重とし載荷サイクルは単サイクルとする。また、試験

本数は最大で全本数の３％とし、最小で３本とする。

９− １ 編成人員

確認試験の編成人員は、次表とする。

表９.１ 確認試験の編成人員
（人／日）

作 業 足 場 世 話 役 法 面 工 特 殊 作 業 員 普 通 作 業 員

ロ ー プ 足 場 １ ２ １ −

９− ２ 施工能率

確認試験の施工能率は、次表とする。

表９.２ 確認試験の施工能率
（本／日）

作業足場 施 工 能 率

ロープ足場 ６

９− ３ 施工歩掛

表９.３ 確認試験の施工歩掛
（１０本当り）

名 称 単 位 ロ ー プ 足 場

世 話 役 人 １.７

法 面 工 人 ３.４

特 殊 作 業 員 人 １.７

普 通 作 業 員 人 −

諸 雑 費 ％ １.０

（注）諸雑費は、吊上器具.測定等の費用として、労務費の合計に乗じた金額。



１０.アンカー引張試験工

アンカー引張試験工は、設置されたアンカーが所定の強度を有しているかを確

認するために、アンカー全ヶ所において行うこととする。

１０− １ 編成人員

アンカー引張試験の編成人員は、次表とする。

表１０.１ アンカー引張試験の編成人員
（ヶ所／日）

世 話 役 法 面 工 特 殊 作 業 員 普 通 作 業 員

１ ２ ２ １

１０− ２ 施工能率

アンカー引張試験の施工能率は、次表とする。

表１０.２ アンカー引張試験の施工能率
（１日当たり）

施 工 能 率

４

１０− ３ 施工歩掛

表１０.３ アンカー引張試験の施工歩掛
（１０ヶ所当たり）

名 称 単 位 数 量

世 話 役 人 ２.５０

法 面 工 人 ５.００

特 殊 作 業 員 人 ５.００

普 通 作 業 員 人 ２.５０

諸 雑 費 ％ ２０.００

（注）諸雑費は、吊上器具、測定器等の費用として

労務費の合計に上表の率を乗じた金額を上限として計上する。


